
成長戦略と
エネルギーへの

視点
日本の新しい成長戦略が閣議決定された。

3本目の矢が放たれた今、日本再生への動きが加速するであろうことは大いに期待されるが、

4本目ともいわれるエネルギー政策の矢は、いつ放たれるのか?

産業、資源、規制、減災、人材育成など

多様な角度とグローバルな視点から識者の意見を聴いた──
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３
・
11
以
降
、
日
本
で
は
、
経
済
成
長
を
疑
問
視

し
、
企
業
優
先
政
策
を
改
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
が

散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
欧
米
で
は
ま
ず
出
な
い
議
論
。

ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
、
企
業
活
動
が
生
み
出
す
付
加

価
値
か
ら
直
接
も
し
く
は
間
接
的
に
収
入
を
得
て
い

る
。
だ
か
ら
企
業
を
元
気
に
し
な
い
限
り
、
個
人
も

豊
か
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
世
界
で
は
常
識
だ
。
産

業
競
争
力
会
議
議
員
と
し
て
、
私
は
ま
ず
そ
の
こ
と

を
指
摘
し
た
。

　

昨
今
、
日
本
企
業
は
総
じ
て
自
信
喪
失
。
円
安
で

少
し
自
信
を
取
り
戻
し
た
が
、
そ
の
程
度
で
は
本
物

の
自
信
で
は
な
い
。
日
本
企
業
に
は
根
本
的
に
組
織

と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
問
題
が
あ
る
。

　

建
設
・
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
の
コ
マ
ツ
は
い
わ
ゆ

る
オ
ー
ル
ド
エ
コ
ノ
ミ
ー
。
現
大
橋
社
長
は
私
の
二

代
後
の
社
長
で
あ
る
が
、
私
は
「
日
本
国
籍
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
」
と
し
て
、
今
の
コ
マ
ツ
に
一
番
自
信
が

あ
る
。

　

代
を
重
ね
る
ご
と
に
強
い
会
社
に
す
る
に
は
、
何

が
必
要
な
の
か
。
我
々
は
、
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
コ
マ
ツ
ウ
ェ
イ
と
い
う
永
続
的
に
継
承
す

べ
き
価
値
観
・
行
動
様
式
を
明
文
化
。
世
界
の
全
従

業
員
で
共
有
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
企
業
は
技
術
で

勝
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
負
け
る
こ
と
が
多
い
が
、

我
々
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
打
ち

立
て
て
き
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
た
機
械
稼
働
管
理

シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｘ
」
や
無
人
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
運
行
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｈ
Ｓ
」
な
ど
だ
。
グ

ロ
ー
バ
ル
で
競
争
力
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
さ
え

生
み
出
せ
れ
ば
、
も
の
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
、
課
題

解
決
、
す
べ
て
の
現
場
力
に
秀
で
た
日
本
企
業
が
負

け
る
こ
と
は
な
い
。

　

日
本
企
業
は
自
信
の
な
さ
を
、
高
い
法
人
税
率
や

硬
直
し
た
労
働
規
制
・
環
境
規
制
、
自
由
貿
易
協
定

さ
れ
る
。
一
つ
は
、
福
島
が
あ
の
よ
う
な
状
況
の
ま

ま
原
子
力
を
動
か
す
な
ど
と
ん
で
も
な
い
、
と
。
こ

れ
は
私
も
同
感
で
被
災
者
対
応
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
二

つ
目
は
、
昨
夏
も
原
子
力
二
基
で
乗
り
切
っ
た
か
ら
、

必
要
な
い
と
い
う
意
見
。
し
か
し
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
化
石
燃
料
比
率
が
３
・
11
前
の
六
割
か
ら
今
や
九

割
と
、
先
進
国
で
は
例
の
な
い
高
水
準
に
達
し
て
い

る
。
今
後
の
経
済
発
展
を
考
え
る
と
、
こ
れ
で
い
い

は
ず
が
な
い
。
三
つ
目
、
危
険
な
原
子
力
を
子
孫
に

遺
せ
な
い
と
い
う
意
見
。
で
は
「
子
孫
」
と
は
ど
の

世
代
か
。
私
に
も
四
歳
の
孫
が
い
る
が
、
化
石
燃
料

の
可
採
年
数
を
考
え
る
と
、
孫
の
世
代
で
石
油
は
な

く
な
り
、
そ
の
孫
世
代
で
石
炭
、
さ
ら
に
そ
の
孫
世

発
電
所
も
一
律
に
と
い
う
発
想
を
改
め
、
立
地
条
件

や
稼
動
年
数
の
違
い
で
安
全
度
に
は
差
が
あ
る
は
ず

だ
か
ら
、
安
全
な
発
電
所
を
早
く
再
稼
動
さ
せ
る

べ
き
だ
。
原
子
力
は
３
・
11
以
前
も
、
稼
動
率
は

六
〇
％
程
度
と
諸
外
国
に
比
べ
低
か
っ
た
が
、
決
し

て
日
本
だ
け
が
ト
ラ
ブ
ル
が
多
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
軽
微
な
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
れ
、
す
ぐ
に
止
め
て
し

ま
う
こ
と
が
理
由
だ
。
別
に
安
全
を
軽
視
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ラ
ン
ク
別
管
理
は
世
界
で
は
当
然

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
当
に
重
大
な
事

故
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
に
集
中
で
き
る
は
ず
だ
。

　

私
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
含
め
、
同
じ
も
の
づ
く

り
の
国
・
ド
イ
ツ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
考
え
て

い
る
。
再
エ
ネ
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
た
も
の
の
電
力

価
格
高
騰
で
見
直
し
を
進
め
て
い
る
し
、
脱
原
子
力

を
掲
げ
た
が
、
ム
リ
ヤ
リ
止
め
る
こ
と
は
せ
ず
粛
々

と
運
転
を
続
け
、
約
三
五
年
使
用
し
た
も
の
か
ら
停

止
し
て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ク

別
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
産
業
政
策
に
し
て
も
ゾ
ン

ビ
企
業
の
延
命
は
せ
ず
倒
産
法
改
正
で
企
業
の
新
陳

代
謝
を
高
め
た
り
、
法
人
税
引
き
下
げ
な
ど
の
策
を

次
々
に
打
ち
、
産
業
競
争
力
を
回
復
さ
せ
た
。

　

日
本
は
自
分
の
価
値
基
準
だ
け
で
物
事
を
決
め
が

ち
だ
が
、
も
っ
と
諸
外
国
と
の
比
較
で
考
え
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
学
ん
だ
ほ
う
が
い
い
。
そ
し
て
成
長
を

取
り
戻
さ
な
い
限
り
日
本
の
将
来
は
な
い
。

の
遅
れ
、
電
力
不
足
と
い
っ
た
「
六
重
苦
」
を
言
い

訳
に
し
が
ち
だ
が
、
企
業
自
身
の
「
自
己
改
革
」
こ

そ
基
本
だ
。
政
府
の
役
割
は
、
企
業
の
言
い
訳
要
因

を
早
急
に
取
り
除
く
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

六
重
苦
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
先
が
見
え
な
い
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
懸
念

材
料
だ
。
二
〇
三
〇
年
と
い
う
長
期
政
策
も
大
事
だ

が
、
経
営
者
は
三
年
先
、
五
年
先
を
考
え
る
。
今
の

よ
う
に
電
力
不
安
が
続
く
状
況
だ
と
、
投
資
決
断
も

で
き
な
い
。
コ
マ
ツ
は
古
い
工
場
を
最
新
の
省
エ
ネ

工
場
に
建
て
替
え
る
こ
と
で
、
電
力
使
用
量
を
半
減

し
生
産
性
を
三
割
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
試
算
で
、
投

資
を
計
画
し
て
い
る
。
企
業
も
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
や
は
り
経
済
成
長
を

め
ざ
す
日
本
が
、
原
子
力
な
し
で
や
っ
て
い
け
る
と

い
う
論
理
は
成
り
立
た
な
い
。

　

原
子
力
に
反
対
す
る
人
の
意
見
は
、
三
つ
に
集
約

成 長 戦 略 と エ ネ ル ギ ー へ の 視 点

坂
根
正
弘 

コ
マ
ツ
相
談
役
・
特
別
顧
問

産
業先

の
見
え
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が

産
業
競
争
力
を
阻
害
す
る

さかね　まさひろ
コマツ相談役・特別顧問
1941年生まれ。島根県出身。大阪市
立大学工学部卒。ブルドーザーの設
計技術者として小松製作所（コマ
ツ）入社。91年小松ドレッサーカン
パニー（現コマツアメリカ）社長な
どを経て、2001年代表取締役社長。
創業以来初の赤字計上という厳しい
時期の就任だったが、構造改革断行
によりＶ字回復を達成、グローバル
展開を進める。07年会長、13年より
現職。日本経済団体連合会副会長、
産業競争力会議議員などを務める。
http://www.komatsu.co.jp/

代
で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
も
な
く
な
る
。
二
百
～
三
百
年

後
に
化
石
燃
料
は
地
球
上
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う

の
に
、
千
年
後
、
一
万
年
後
に
動
く
と
い
わ
れ
る
活

断
層
の
指
摘
に
終
始
。
こ
れ
で
は
現
世
代
と
し
て
人

類
と
し
て
、
無
責
任
の
誹
り
は
免
れ
な
い
。

　

今
や
る
べ
き
は
、
我
々
使
う
側
で
は
省
エ
ネ
・
節

電
、
つ
く
る
側
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
革
新
─
─
現
在

の
よ
う
な
太
陽
光
や
風
力
レ
ベ
ル
で
な
く
、
本
当
に

画
期
的
な
核
融
合
も
含
め
た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

と
、
原
子
力
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
。

こ
れ
に
尽
き
る
。

　

そ
し
て
三
年
先
、
五
年
先
の
た
め
に
「
原
子
力
の

ラ
ン
ク
別
管
理
」
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
だ
。
ど
の

経済循環の中での企業活動（2011年度フロー）

第1回 産業競争力会議（2013年1月） 坂根氏提出資料をもとに作成

第1回 産業競争力会議（2013年1月） 坂根氏提出資料をもとに作成

コマツの経験から見た日本企業が低収益に苦しむ共通項目

生産

企業による
付加価値
生産額

275.1兆円

支払利息等 9.2兆円
動産・不動産賃借料

27.1兆円
租税公課 9.1兆円
社会保険料負担等

22.6兆円
営業純益 29.7兆円
（法人税等含む）

雇用者報酬
177.3兆円 雇用者数

4,119万人
（全雇用者の75％）

分配 支出

政府
財源 国民生活の

安心・安全の
確保

経済成長の
源泉
国民生活の
豊かさの実現

社会保障
給付

設備
投資

消費

共通問題

日本の低成長
社会構造

六重苦
産業構造・過当競争

トップマネジメント力

終身雇用
（子会社・多角化）

高い業務コスト
（間違ったIT化）

総原価管理
（変動費・固定費）

•地方の活用/活性化
（東京本社機能の一部を地方へ移転など）
•成長大きいアジアを取り込む
（国内への執着/補助金頼みではジリ貧）

•各々がリストラをした上で合従連衡すべき
（構造改革しないで合従しても効果なし）

•ビジネスモデル/デファクトスタンダード化
（“技術”を“ビジネス”へ発展させる先見性）
（世界標準で“技術”をガラパゴス化させない）

•製品〈ビジネス〉の選択と集中
（間違った多品種少量での消耗戦をやめる）
•業界トップ企業（マーケットリーダー）の規律

•雇用は景気にリンクするもの
（終身雇用に固執すれば全員沈没する）
（健康体になって再度雇用を増やすことが大切）

•業務ITシステムは既製服でOK
•無駄な業務をそのままIT化するケースあり
•商品、サービスをICTで差別化
•経営の見える化（成長とコストの分離）
→変動コストでは国際競争力あり
•中途半端な海外移転は固定費負担増大

国
レベル

業界
レベル

企業
レベル

コ
マ
ツ
は
経
営
構
造
改
革
で
実
行
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世
界
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
だ
。
資
源
有
限
論
を
唱
え
成

長
を
抑
え
る
べ
き
だ
と
言
う
人
も
い
る
が
、
私
は
違

う
。
世
界
全
体
で
見
れ
ば
、
日
本
の
よ
う
に
既
に
豊

か
さ
を
享
受
し
て
い
る
国
が
あ
る
一
方
、
電
気
さ
え

使
え
な
い
国
も
あ
る
。
格
差
縮
小
に
向
け
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
切
に
使
い
、
世
界
全
体
と
し
て
豊

か
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
ば
日
本
は
資
源
小
国
。

原
子
力
を
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
カ
ウ
ン
ト
し
な
け
れ

ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
僅
か
四
％
し
か
な
い
。

燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
こ
と
か
ら
準
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
称
さ
れ
る
原
子
力
は
、
３
・
11
以
降
、
稼

動
が
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
人
気
の
高
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低
す
ぎ
る
。

　

そ
ん
な
な
か
今
年
三
月
、
愛
知
県
渥
美
半
島
～
志

摩
半
島
沖
・
東
部
南
海
ト
ラ
フ
海
域
の
メ
タ
ン
ハ
イ

ド
レ
ー
ト
（M

ethane H
ydrate

＝
Ｍ
Ｈ
）
層
か
ら

世
界
で
初
め
て
ガ
ス
生
産
に
成
功
。
日
本
を
資
源
大

国
に
導
く
期
待
の
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
大
き
く

報
じ
ら
れ
た
。

　
「
燃
え
る
氷
」
と
言
わ
れ
る
Ｍ
Ｈ
は
、
水
分
子
が

つ
く
る
籠
内
に
メ
タ
ン
分
子
が
取
り
込
ま
れ
、
低
温

高
圧
下
で
氷
状
の
固
体
結
晶
と
な
っ
た
も
の
。
温
度

を
上
げ
る
か
圧
力
を
下
げ
る
と
、
メ
タ
ン
ガ
ス
と
水

に
分
解
す
る
こ
と
か
ら
、
非
在
来
型
天
然
ガ
ス
と
し

て
発
電
用
燃
料
な
ど
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

永
久
凍
土
層
や
海
底
地
層
─
─
一
般
的
に
、
Ｍ
Ｈ

は
砂
の
堆
積
物
の
隙
間
を
埋
め
る
形
で
存
在
。
石
油

や
天
然
ガ
ス
に
比
べ
若
い
地
層
、
水
深
五
〇
〇
ｍ
以

深
・
海
底
深
度
五
〇
〇
ｍ
以
浅
と
い
っ
た
浅
い
場
所

に
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
や
ア
ラ
ス
カ
、
北
海
、
メ
キ
シ

コ
湾
、
日
本
周
辺
な
ど
、
世
界
中
に
広
く
分
布
す
る
。

　

日
本
近
海
に
は
、
日
本
の
年
間
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
の

ず
は
資
源
の
回
収
率
ア
ッ
プ
。
今
回
の
実
験
で
は
日

量
平
均
二
万
㎥
を
生
産
し
た
が
、
固
体
状
の
Ｍ
Ｈ
は

井
戸
さ
え
掘
れ
ば
自
噴
す
る
石
油
や
天
然
ガ
ス
に
比

べ
る
と
は
る
か
に
生
産
性
は
低
い
。
こ
れ
が
一
〇
万

オ
ー
ダ
ー
に
な
れ
ば
採
算
ラ
イ
ン
に
乗
る
は
ず
で
、

生
産
能
力
向
上
は
大
き
な
課
題
だ
。
加
え
て
民
間
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
に
は
、
よ
り
低
コ
ス
ト
の

坑
井
掘
削
な
ど
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
重
要
に
な

る
。
ま
た
資
源
と
し
て
成
り
立
つ
に
は
長
期
安
定
生

ス
ト
競
争
力
へ
の
壁
は
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

と
も
あ
れ
Ｍ
Ｈ
は
、
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

商
業
化
へ
の
技
術
基
盤
確
立
が
一
八
年
度
。
民
間
主

導
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
は
二
三
年
頃

〜
二
〇
年
代
後
半
で
は
な
い
か
。
民
間
主
導
で
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
過
程
で
、
回
収
率
や

生
産
性
向
上
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
が
実
現
し
、
商
業

生
産
に
至
り
、
日
本
の
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
の
が
、
私
が
期
待
す
る
姿
だ
。

　

あ
る
試
算
で
は
世
界
全
体
で
一
二
二
六
兆
㎥
の
Ｍ

Ｈ
が
海
底
に
眠
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
日

本
が
資
源
大
国
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
生
産

技
術
市
場
が
世
界
に
拡
が
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
の
頃
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
Ｍ
Ｈ
も
そ
う
だ
が
、
リ
ス
ク
の
な
い
技
術
は

あ
り
得
ず
、
原
子
力
ゼ
ロ
の
選
択
は
な
い
。
安
全
な

原
子
力
と
Ｍ
Ｈ
、
再
エ
ネ
…
…
や
は
り
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
が
最
適
解
だ
と
考
え
る
。

　

資
源
ビ
ジ
ネ
ス
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
資
源
量
）
を
バ

リ
ュ
ー
（
価
値
）
に
変
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
日
本
近

海
そ
し
て
世
界
の
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
大

き
く
、
経
済
的
か
つ
環
境
に
適
合
し
た
形
で
ガ
ス
を

生
産
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
さ
に
日
本
発
の

「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
革
命
」
が
起
き
る
。

　

革
命
前
夜
─
─
私
た
ち
は
静
か
に
着
実
に
、
革
命

へ
の
準
備
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

百
年
分
以
上
あ
る
と
騒
が
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
東

部
南
海
ト
ラ
フ
海
域
（
約
一
・
一
兆
㎥
、
一
一
年
分
）

以
外
で
は
十
分
に
探
査
が
進
ん
で
い
な
い
上
、
技
術

的
・
経
済
的
に
採
掘
で
き
る
可
採
埋
蔵
量
と
な
る
と

未
だ
不
透
明
な
状
況
だ
。

　

鍵
を
握
る
生
産
技
術
開
発
を
振
り
返
る
と
、
八
〇

年
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
危
機
感
を
抱
い
た
ア
メ

リ
カ
が
ア
ラ
ス
カ
で
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
が
、
そ
の
後
、
石
油
価
格
が
暴
落
し
「
開
発

す
る
よ
り
買
う
ほ
う
が
安
い
」
と
い
う
風
潮
に
な

り
、
開
発
は
ス
ト
ッ
プ
。
日
本
で
は
〇
一
年
か
ら
経

済
産
業
省
の
開
発
計
画
（
Ｍ
Ｈ
21
）
が
ス
タ
ー
ト
し
、

〇
二
年
温
水
循
環
法
で
ガ
ス
生
産
に
成
功
、
〇
八
年

カ
ナ
ダ
の
永
久
凍
土
下
か
ら
減
圧
法
で
ガ
ス
生
産
、

そ
し
て
今
回
、
同
じ
く
減
圧
法
で
海
洋
で
の
生
産
成

功
と
、
今
や
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
。

　

但
し
、
商
業
化
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
。
ま

成 長 戦 略 と エ ネ ル ギ ー へ の 視 点

増
田
昌
敬 

東
京
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
Ｍ
Ｈ
21
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

資
源

｢
メ
タ
ンハ
イ
ド
レ
ー
ト
革
命｣

の

可
能
性
と
課
題

ますだ　よしひろ
東京大学 エネルギー・資源フロンティアセン
ター准教授；ＭＨ21プロジェクトリーダー
1958年静岡県生まれ。東京大学工学部
資源開発工学科卒、同大学院修士課程
修了。石油資源開発（JAPEX）勤務を経
て、東京大学講師、のち現職。経済産業
省メタンハイドレート資源開発研究コンソー
シアム（MH21）のプロジェクトリーダーとして、
MHの早期実用化をめざす。産業技術総
合研究所との共同研究でメタンハイドレート
貯留層シミュレータ（MH21-HYDRES）を
開発。今回の世界初の海洋ガス生産実
験もMH21プロジェクトの一環。
http://www.mh21japan.gr.jp/
http://www.sys.t.u-tokyo.ac.jp/staff/
masy.html

産
が
必
要
だ
し
、
Ｍ
Ｈ
分
解
に
よ
る
生
態
系
や
海
底

地
盤
へ
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
不
可
欠
だ
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
か
に
生
産
原
価

を
抑
え
る
か
。
以
前
、
生
産
技
術
革
新
を
織
り
込
ん

だ
上
で
生
産
開
始
を
二
一
年
に
設
定
し
て
原
価
試
算

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
四
六
〜
一
七
四
円
／
㎥
。
Ｌ

Ｎ
Ｇ
輸
入
価
格
は
現
状
四
〇
〜
六
〇
円
／
㎥
だ
が
、

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
輸
入
が
一
七
年
に
も
開
始
さ
れ
れ
ば

二
五
円
〜
三
五
円
／
㎥
程
度
と
見
ら
れ
て
お
り
、
コ

MHが発見・分布予測されている場所

メタンハイドレート（ＭＨ）開発事業と産業創出のタイミング

Ｍ
Ｈ
開
発
へ
の
新
技
術
の
適
用
率（
％
）

時間（年度）
2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

第
１
回

第
２
回

0

20

40

60

80

100

Phase 1
（2001-2008）

Phase 2
（2009-2015）

Phase 3
（2016-2018）

商業化実現に向けた技術の整備

第
１
回
海
洋
産
出
試
験

陸
上
産
出
試
験 キーポイント：

新技術として何が必要かつ
重要かのアセスメント

新産業の創出

ＭＨ資源開発計画（経済産業省）
国事業によるR&D

事業化～商業化の
段階 民間による開発事業

民
間
主
導
に
よ
る

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
↓

MHは、海洋では水深500m以深の深海底面の下、数百m程度の地層中、
陸上では永久凍土層の地域に存在している

©MH21Research Consortium
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二
〇
一
一
年
三
月
の
フ
ク
シ
マ
事
故
後
、
日
本
で

は
原
子
力
規
制
の
あ
り
方
が
問
題
視
さ
れ
、
翌
一
二

年
九
月
、
新
た
に
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
が
発
足

し
た
。
独
立
性
の
高
い
規
制
機
関
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
同
委
員
会
は
、
よ
り
良
い
原
子
力
規
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
広
く
海
外
の
知
見
を
得
る
た
め
、

Ｒ
・
メ
ザ
ー
ブ
氏
（
米
国
原
子
力
規
制
委
員
会
元
委

員
長
）、
Ｍ
・
ウ
ェ
イ
ト
マ
ン
氏
（
英
国
原
子
力
規

制
機
関
機
関
長
）、
そ
し
て
私
の
計
三
人
に
「
国
際

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
委
嘱
し
た
。
私
自
身
、
３
・
11

後
の
日
本
の
動
向
に
は
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

九
三
年
か
ら
一
二
年
ま
で
一
九
年
間
に
わ
た
り
安
全

規
制
の
強
化
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
少

し
で
も
有
効
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
と
承
諾
し

た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
規
制
を
担
う
Ａ
Ｓ
Ｎ
は
、
日

本
と
同
様
、
当
初
は
産
業
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。

な
か
で
も
原
子
力
安
全
に
対
し
て
一
義
的
な
責
任
を

負
う
事
業
者
と
は
、
常
に
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
合
い
、
忌
憚
な
く
議
論
で
き
る
関
係
を
築

い
て
こ
そ
、
適
正
な
規
制
が
可
能
に
な
る
。
規
制
当

局
は
本
来
、
安
全
性
が
担
保
で
き
な
い
と
判
断
し
た

と
き
「
Ｎ
ｏ
」
と
言
う
た
め
に
存
在
し
て
お
り
、
安

全
性
向
上
へ
の
規
制
に
責
任
を
持
つ
。
実
際
に
安
全

責
任
を
負
う
の
は
事
業
者
だ
。
両
者
は
と
も
に
安
全

基
準
へ
の
責
任
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
、
互
い
に

議
論
を
尽
く
す
こ
と
で
初
め
て
責
任
を
果
た
せ
る
。

　

翻
っ
て
日
本
を
見
る
と
、
フ
ク
シ
マ
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
基
準
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
事
業
者
の
間
で
本

質
的
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
。
私
は

そ
れ
こ
そ
が
ま
ず
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

新
基
準
づ
く
り
に
際
し
私
た
ち
国
際
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
助
言
し
た
こ
と
は
、
も
っ
と
時
間
を
か
け
た

ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
一
段
目
の
基
準

は
一
般
的
内
容
に
す
べ
き
で
、
次
に
よ
り
細
か
く
規

制
す
る
か
ど
う
か
を
詰
め
る
段
取
り
に
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
も
の
。
事
業
者
に
し
て
も
新
基
準
に
即
座

に
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
年
七
月
施
行
と

い
う
の
は
、率
直
に
言
っ
て
性
急
な
印
象
は
拭
え
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
〇
六
年
に
新
た
な
安
全
基
準
を
つ

〇
六
年
、「
原
子
力
安
全
・
透
明
性
に
関
す
る
法
律
」

の
成
立
に
伴
い
、
国
会
直
属
の
機
関
と
し
て
完
全
に

独
立
し
た
。
国
内
で
運
転
中
の
Ｅ
Ｄ
Ｆ
（
フ
ラ
ン
ス

電
力
）
の
原
子
炉
五
八
基
を
は
じ
め
、
燃
料
サ
イ

ク
ル
に
関
わ
る
施
設
や
医
療
用
な
ど
放
射
線
を
扱

う
全
施
設
の
安
全
規
制
を
担
っ
て
お
り
、
職
員
約

四
五
〇
人
、
総
予
算
一
億
四
二
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
約

一
八
三
億
円
）
で
、
年
八
〇
〇
回
以
上
の
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。

　

３
・
11
後
、
直
ち
に
国
内
の
全
原
子
力
施
設
約

一
二
〇
カ
所
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
仕
様
に
則
っ
た
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
の
実
施
を
要
求
。
結
果
、
い
ず
れ
の
施
設

も
即
時
停
止
は
不
要
だ
が
、
緊
急
時
の
安
全
性
を
補

完
す
る
必
要
が
あ
り
、
全
施
設
に
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ

デ
ン
ト
発
生
時
に
も
基
本
安
全
機
能
の
制
御
を
可

能
に
す
る
物
理
的
・
組
織
的
措
置
「
ハ
ー
ド
コ
ア
」

（
電
源
装
置
の
追
加
、
緊
急
冷
却
水
の
供
給
、
危
機

く
っ
た
が
、
未
だ
に
す
べ
て
の
適
用
を
終
え
て
は
い

な
い
。
フ
ク
シ
マ
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
事
故
の

教
訓
を
す
べ
て
反
映
さ
せ
る
に
は
一
〇
年
近
い
歳
月

が
か
か
る
だ
ろ
う
と
の
認
識
で
一
致
し
て
い
る
。
日

本
で
は
電
力
需
給
が
逼
迫
し
経
済
界
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
る
な
か
、
一
日
も
早
く
新
基
準
を
策
定

し
た
い
事
情
は
理
解
で
き
る
が
、
安
全
を
担
保
す
る

に
は
長
期
的
・
段
階
的
に
考
え
る
こ
と
も
重
要
だ
。

　

そ
も
そ
も
事
故
が
起
き
た
か
ら
と
は
い
え
、
国
内

の
全
発
電
所
を
停
止
す
る
と
い
う
の
も
、
通
常
は
考

え
ら
れ
な
い
希
有
な
ケ
ー
ス
だ
。
重
大
な
問
題
が
な

い
限
り
、
運
転
を
継
続
し
な
が
ら
徐
々
に
安
全
性
向

上
策
を
実
施
し
、
加
え
て
一
〇
年
に
一
度
程
度
、
定

期
的
な
レ
ビ
ュ
ー
で
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
確
認

す
る
─
─
こ
れ
が
現
実
的
な
方
法
だ
ろ
う
。

　

フ
ク
シ
マ
事
故
が
世
界
に
突
き
つ
け
た
の
は
、
い

か
に
対
策
を
講
じ
よ
う
と
「
事
故
は
起
き
る
」
と
い

う
冷
徹
な
事
実
だ
。
な
ら
ば
起
き
て
も
深
刻
に
な
ら

な
い
よ
う
、
社
会
へ
の
影
響
を
回
避
で
き
る
よ
う
、

対
処
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を

肝
に
銘
じ
、
世
界
の
知
見
・
経
験
を
共
有
し
つ
つ
、

規
制
側
と
事
業
者
の
本
質
的
議
論
の
も
と
、
日
本
こ

そ
が
率
先
し
て
絶
え
ざ
る
安
全
性
向
上
へ
取
り
組
み

を
続
け
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

管
理
施
設
、
通
信
手
段
の
確
保
な
ど
）
の
導
入
を
義

務
づ
け
た
。
加
え
て
Ｅ
Ｄ
Ｆ
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
原

子
力
即
応
部
隊
」（
事
故
発
生
か
ら
二
四
時
間
以
内

の
専
門
作
業
員
と
機
器
の
現
場
集
結
）
の
段
階
的
設

置
な
ど
、
全
四
一
項
目
の
追
加
要
求
を
行
い
、
こ
れ

に
よ
る
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
費
用
負
担
は
数
十
億
ユ
ー
ロ
か
ら

百
億
ユ
ー
ロ
（
数
千
億
円
〜
一
兆
円
以
上
）
と
推
定

さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
対
策
を
速
や
か
に
決
定
で

き
た
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｎ
と
Ｅ
Ｄ
Ｆ
が
互
い
の
能
力
を
尊

重
し
、「
安
全
性
の
絶
え
ざ
る
向
上
」
と
い
う
理
念

を
共
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

フ
ク
シ
マ
事
故
の
反
省
か
ら
か
、
日
本
で
は
規
制

機
関
の
「
独
立
性
」
を
強
調
し
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ

る
が
、「
独
立
」
は
決
し
て
「
孤
立
」
で
は
な
い
。

　

規
制
機
関
は
政
府
、
事
業
者
、
経
済
界
、
メ
デ
ィ

ア
、
一
般
市
民
、
反
原
子
力
の
勢
力
等
々
、
す
べ
て

成 長 戦 略 と エ ネ ル ギ ー へ の 視 点

ア
ン
ド
レ
＝
ク
ロ
ー
ド
・
ラ
コ
ス
ト 

フ
ラ
ン
ス
原
子
力
安
全
規
制
当
局（
Ａ
Ｓ
Ｎ
）前
委
員
長

規
制

「
独
立
≠
孤
立
」、規
制
側
と

事
業
者
の
議
論
こ
そ
重
要

Andre-Claude Lacoste
フランス原子力安全規制当局（ASN）
前委員長
1941年生まれ。93年から原子力の安
全規制強化を牽引し、2006年、行政
機関からは全く独立した新生ASNの
初代委員長として12年11月までフラ
ンスの原子力安全規制を統括。また
99年〜03年西欧原子力規制者会議

（WENRA）議 長、05年〜11年IAEA
安全基準委員会（CSS）委員長。2012
年12月から原子力規制委員会国際アド
バイザー。フクシマ事故3年目の14年3
月〜4月約70カ国が参加する原子力安
全条約締約国会議には議長として臨む。
http://www.asn.fr/

規制当局が満たすべき基本要件

●能力と厳格さ
	 ・訓練を受けた熟練検査官
	 ・活動範囲と関連課題に対する適切な人材と財源
	 ・国内外の運転経験のフィードバックを重視する
	 ・国際事例と国外規制当局の見解を
	 　積極的に受け入れる
●独立性
	 ・判断、行動、表現の自由
	 ・自律的に、完全な公平性に基づき
	 　職務に当たることができる
	 ・孤立を意味するものではない
●透明性
	 ・情報公開と広報
	 ・ステークホルダーの参加
	 ・議会の関与

フランス原子力安全規制当局（ASN）の組織図

出所：ASN Webサイト
出所：日本原子力産業協会「第46回原産年次大会」

（2013年）におけるラコスト氏の発表資料をもとに作成

原子力安全執行委員会
委員長1名、委員4名

原子力安全規制統括本部情報・技術管理室
（MEA）

事務局
（財務・人事・総務）

（SG）

地方安全支部
ボルドー支部　カーン支部　シャロン=アン=シャンパーニュ支部　ディジョン支部　リール支部
リヨン支部　マルセイユ支部　ナント支部　オルレアン支部　パリ支部　ストラスブール支部

原子力
発電本部
（ＤＣN）

原子力
圧力

機器本部
（ＤEP）

輸送・
放射線源
本部

（ＤTS）

放射性
廃棄物・
研究施設・
サイクル本部
（ＤRC）

医療用
放射線
管理本部
（ＤIS）

環境・
緊急

対策本部
（ＤEU）

国際
本部
（ＤRI）

広報本部
（ＤＣI）
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例
え
ば
東
京
は
八
重
「
洲
」、
新
「
橋
」、「
浜
」

松
町
、
品
「
川
」。
他
方
、
大
阪
は
「
梅
（
埋
）
田
」、

中
之
「
島
」、「
船
」
場
、
道
頓
「
堀
」
…
…
。

　

地
名
は
土
地
の
歴
史
を
表
す
。
地
震
国
・
日
本
で

繰
り
返
し
地
震
や
津
波
の
被
害
を
経
験
し
た
先
人
た

ち
は
「
水
に
関
わ
る
地
名
の
場
所
は
地
盤
が
軟
弱
で

危
な
い
」
と
伝
え
て
き
た
。
し
か
し
時
代
を
経
る
に

つ
れ
、
便
利
さ
と
引
き
替
え
に
伝
承
は
忘
れ
ら
れ
、

今
や
日
本
を
代
表
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
や
主
要
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
多
く
が
「
水
に
関
わ
る
場
所
」
に
あ
る
。

　

大
阪
の
場
合
、
も
と
も
と
上
町
台
地
が
半
島
状
に

突
き
出
し
て
い
る
以
外
、
周
囲
は
一
面
の
海
だ
っ
た
。

旧
名
の
浪
速
（
な
に
わ
、
な
み
は
や
）
も
潮
流
の
速

さ
に
由
来
す
る
。
海
は
や
が
て
河
内
平
野
と
な
り
、

秀
吉
の
大
坂
城
築
城
を
経
て
、
江
戸
時
代
に
は
「
天

下
の
台
所
」
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、「
堀
」
と
「
橋
」

と
「
谷
」
だ
ら
け
の
水
の
都
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も

　

と
こ
ろ
が
経
験
を
重
ね
、
科
学
技
術
も
進
歩
す
る

な
か
で
、
我
々
は
い
つ
し
か
建
て
る
こ
と
に
慣
れ
て

し
ま
い
、
安
全
を
な
お
ざ
り
に
し
た
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
、
効
率
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
リ
ス
ク
が
判
明
し

て
も
、
そ
れ
を
認
め
ず
「
安
全
で
す
」
と
強
弁
す
る

よ
う
な
体
質
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
。
率
直
に
リ
ス
ク

を
認
め
、
よ
り
安
全
に
安
全
に
と
改
善
し
て
い
れ
ば
、

３
・
11
後
の
今
も
、
リ
ス
ク
と
つ
き
あ
い
な
が
ら
原

子
力
発
電
所
は
動
い
て
い
た
は
ず
だ
。

　

一
方
、
社
会
も
も
っ
と
冷
静
に
判
断
し
て
ほ
し
い
。

最
近
、
原
子
力
発
電
所
内
の
「
活
断
層
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
活
断
層
が
動
く
の
は
万
年
に
一
度
。

対
し
て
南
海
ト
ラ
フ
が
動
く
の
は
百
年
に
一
度
、
最

大
級
の
地
震
で
も
千
年
に
一
度
。
対
処
す
べ
き
優
先

南
海
ト
ラ
フ
で
地
震
が
起
き
る
た
び
深
刻
な
津
波
被

害
を
受
け
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
阪
の
人
に
は
危
機
感
が
少
な
い
。
土

地
に
執
着
す
る
必
要
の
な
い
商
売
の
街
だ
し
、
真
面

目
さ
を
茶
化
す
笑
い
の
文
化
、
他
地
域
か
ら
新
し
く

人
が
次
々
集
ま
っ
て
来
る
の
で
、
地
名
が
示
し
た
先

人
の
教
え
は
容
易
に
忘
れ
去
ら
れ
る
。

　

代
々
土
地
に
住
む
人
が
多
い
地
域
は
違
う
。
例
え

ば
東
北
─
─
一
六
一
一
年
の
慶
長
三
陸
地
震
で
甚
大

な
津
波
被
害
を
受
け
、
伊
達
政
宗
が
高
台
に
移
転
さ

せ
た
城
下
が
仙
「
台
」
で
あ
り
、
三
陸
地
方
に
は

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
（
津
波
が
来
た
ら
他
人
に
か
ま

わ
ず
各
自
で
逃
げ
ろ
と
い
う
言
い
伝
え
）」
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
な
防
災
文
化
が
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
東
北
電
力
は
、
女
川
原
子
力
発
電
所

を
建
設
す
る
際
、
過
去
の
地
震
・
津
波
を
調
べ
上
げ
、

順
位
は
、
明
ら
か
に
南
海
ト
ラ
フ
が
上
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
い
ざ
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ

ば
、
太
平
洋
側
の
火
力
発
電
所
は
軒
並
み
被
害
を
受

け
る
は
ず
。
原
子
力
発
電
所
と
異
な
り
、
耐
震
強
度

は
通
常
の
建
築
物
と
大
差
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
と
き
、

原
子
力
は
危
険
だ
か
ら
と
停
め
て
い
た
の
で
は
電
気

は
送
れ
ず
、
社
会
的
経
済
的
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
し

ま
う
。
将
来
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る
と
し

て
も
、
現
状
は
原
子
力
の
安
全
性
を
徹
底
的
に
高
め
、

有
効
活
用
す
る
道
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

原
子
炉
建
屋
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ト
内
の
あ
ら
ゆ
る

シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
を
上
げ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

は
あ
る
が
。

　

し
か
し
今
、
原
子
力
は
動
か
な
い
。
安
全
に
つ
い

て
「
科
学
」
的
に
判
断
す
る
と
か
で
、
活
断
層
の
有

無
ば
か
り
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
構
造
物
や
機
器

も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
安
全
性
が
議
論
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
も
と
も
と
人
間
は
未
知
な
る
自
然

の
脅
威
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。

危
な
い
な
ら
、
ど
こ
ま
で
安
全
に
で
き
る
か
、「
工

学｣

が
も
っ
と
元
気
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
も

ち
ろ
ん
安
全
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
安
全
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
た
め
、
カ
ネ
も
技
術
も
き
ち
ん
と
使
う
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

　

我
々
研
究
者
や
電
力
会
社
は
、
リ
ス
ク
も
対
策
も

包
み
隠
さ
ず
オ
ー
プ
ン
に
す
る
。
そ
の
上
で
社
会
が

原
子
力
を
ど
う
す
る
か
判
断
す
れ
ば
い
い
。
反
省
す

べ
き
は
反
省
し
、
改
め
る
べ
き
は
改
め
て
、
日
本
は

新
た
な
成
長
へ
と
動
き
出
す
時
に
来
て
い
る
。

八
六
九
年
の
貞
観
津
波
に
よ
る
堆
積
物
を
発
見
し
た

こ
と
か
ら
、
一
四
・
八
ｍ
も
の
高
台
に
発
電
所
を
建

て
た
。
今
回
の
地
震
で
女
川
に
も
一
三
ｍ
の
津
波
が

押
し
寄
せ
た
が
、
敷
地
高
ま
で
は
到
達
せ
ず
、
安
全

に
運
転
停
止
し
た
。
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
、
自
然
に
対

し
て
謙
虚
で
あ
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
如
実
に

示
し
た
例
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

実
を
言
え
ば
、
電
力
業
界
ほ
ど
耐
震
設
計
に
懸
命

に
取
り
組
ん
で
き
た
業
界
は
な
い
。
女
川
に
限
ら
ず
、

初
期
の
原
子
力
発
電
所
の
設
計
者
・
技
術
者
た
ち
は
、

み
な
謙
虚
だ
っ
た
。
地
震
の
威
力
が
ど
れ
ほ
ど
か
十

分
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
と
に
か
く
軟
弱

地
盤
よ
り
ず
っ
と
揺
れ
が
小
さ
い
強
固
な
岩
盤
の
上

に
建
て
よ
う
、
普
通
の
建
物
の
三
倍
は
強
く
し
よ
う
、

柱
を
使
わ
ず
壁
だ
ら
け
の
構
造
に
し
よ
う
と
、
愚
直

な
ま
で
に
安
全
性
を
追
求
。
結
果
、
通
常
の
建
築
物

の
十
倍
程
度
は
裕
度
を
持
た
せ
て
き
た
わ
け
だ
。

成 長 戦 略 と エ ネ ル ギ ー へ の 視 点

福
和
伸
夫 

名
古
屋
大
学 
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

減
災先

人
に
学
び
、科
学
と
工
学
の

折
り
合
い
を
つ
け
る

ふくわ　のぶお
名古屋大学減災連携研究センター長・
教授
1957年名古屋市生まれ。名古屋大学
工学部建築学科卒、同大学院博士前
期課程修了。清水建設大崎研究室
で原子力施設の耐震研究に従事した
後、91年名古屋大学助教授、先端技
術共同研究センター教授などを経て、
12年より現職。専門は建築耐震工学、
地震工学、地域防災。中央防災会議

「東北地方太平洋沖地震を教訓とした
地震・津波対策に関する専門調査会」
委員、同「南海トラフの巨大地震モ
デル検討会」委員、気象庁長周期地
震動に関する情報検討会座長など。
http://www.sharaku.nuac.nagoya-u.
ac.jp/fukuwa/

大阪の標高マップ

出所：国土地理院ホームページ掲載の
デジタル標高地形図画像データ（大阪）を使用

かつて大阪は上町台地が半島状に南北に突き出している以外、
周囲は一面の海だった。標高マップにそれが現れている

強震動に対する防災対策

●建物の耐震性の強化

●家具等の転倒・落下防止対策の強化

＊屋内収容物移動・転倒、屋内落下物による死者数は、建物被
害による死者数と区別が難しいため、数字は参考である

中央防災会議「南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ」
第一次報告（2012年8月）の資料をもとに作成

約79%（現状） 約90%
耐震化率

約95% 約100%
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約627,000 ■揺れによる全壊棟数

　　建物倒壊による死者数（冬・深夜）
約38,000

約21,000

約14,000

約5,800

約361,000

約240,000

約118,000

約26％（現状） 50%
家具等の転倒・落下防止対策強化実施率

75% 100%

（人）
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屋内収容物移動・転倒、
屋内落下物による死者数（冬・深夜）
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約2,400

約1,600

約900
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世
界
経
済
の
成
長
の
軌
跡
を
振
り
返
る
な
か
で
、

資
源
も
な
い
土
地
も
な
い
日
本
が
優
秀
な
人
材
を
原

動
力
に
一
時
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
二
位
に
ま
で
上
り
詰

め
た
こ
と
は
、
世
界
で
も
例
外
的
な
こ
と
で
あ
り
、

賞
賛
に
値
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
日
本
人
は
「
自
分

た
ち
は
凄
い
」
と
思
い
込
み
、
バ
ブ
ル
の
頃
を
頂
点

に
進
化
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
は
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
Ｉ
Ｔ
技
術
を
学
ん
だ
り
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
を
め

ざ
し
留
学
し
て
い
た
の
に
、
最
近
は
す
っ
か
り
内
向

き
志
向
。
国
際
会
議
で
も
ほ
と
ん
ど
日
本
人
を
見
か

け
な
く
な
っ
た
。
も
と
も
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
に
乏
し
い
国
が
、
外
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
も

減
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
か
ら
ず
れ
て
し
ま
い
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
。

　

今
、
日
本
が
唯
一
世
界
に
先
ん
じ
て
進
行
し
て
い

る
の
は
少
子
高
齢
化
だ
。
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
逆
転

し
、
労
働
力
人
口
は
減
少
。
い
わ
ば
経
済
成
長
の
前

提
条
件
が
覆
る
な
か
、
早
急
に
中
枢
た
る
べ
き
人
材

力
を
鍛
え
直
さ
な
い
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
位
ど
こ
ろ
か

さ
ら
に
順
位
を
落
と
し
て
し
ま
う
。

　

欠
け
て
い
る
の
は
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

だ
。
素
直
に
ま
じ
め
に
遠
慮
な
く
議
論
す
る
こ
と
が

欠
け
て
い
る
。
真
剣
に
議
論
す
れ
ば
コ
ン
フ
リ
ク
ト

（
衝
突
）
が
生
じ
る
が
、
そ
の
摩
擦
を
避
け
た
が
る
。

　

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
す
る
時
代
は
、「
チ
ー
ム
」
で

立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
競
争
に
生
き
残
れ
な
い
。

チ
ー
ム
と
は
異
質
な
人
間
が
目
標
実
現
の
た
め
に
熱

意
を
持
っ
て
助
け
合
う
組
織
の
こ
と
。
単
な
る
人
の

集
ま
り
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
は
違
う
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
に
は
「
チ
ー
ム
」
が
少
な
い
よ

う
に
思
う
。
日
本
の
子
供
た
ち
は
小
学
三
年
生
く
ら

い
か
ら
受
験
勉
強
に
駆
り
立
て
ら
れ
「
周
り
は
す
べ

て
ラ
イ
バ
ル
」
と
い
う
環
境
で
育
つ
。
一
方
ア
メ
リ

　

チ
ー
ム
不
在
の
日
本
─
─
。
そ
の
典
型
例
が
フ
ク

シ
マ
事
故
へ
の
対
応
だ
っ
た
。

　

国
会
事
故
調
査
委
員
会
に
関
わ
っ
た
際
、
私
は
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
か
ら
Ｔ
Ｍ
Ｉ
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ま
で
、

人
間
が
起
こ
し
た
重
大
事
故
に
関
す
る
文
献
を
読
み

込
ん
だ
が
、
ど
の
事
故
も
原
因
は
同
じ
。
必
ず
「
こ

れ
は
ま
ず
い
の
で
は
？
」
と
問
題
提
起
す
る
人
が
い

て
、
必
ず
そ
の
進
言
を
上
司
が
無
視
し
た
。

　

人
間
は
総
じ
て
リ
ス
ク
想
定
は
下
手
だ
が
、
特
に

日
本
人
は
弱
い
。
受
験
の
た
め
に
、
正
し
い
と
さ
れ

極
め
て
弱
い
う
え
、
チ
ー
ム
で
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
烏
合
の
衆
と
化
す
。
政
治
家
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
、
各
省
庁
の
機
能
麻
痺
、
原
子

力
専
門
家
の
無
力
。
こ
れ
ら
は
目
を
そ
む
け
て
は
い

け
な
い
現
実
だ
。

　

人
間
は
間
違
う
、
機
械
は
壊
れ
る
、
事
故
は
起
き

る
。
リ
ス
ク
を
一
〇
〇
％
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
こ
の
前
提
で
リ
ス
ク
に
対
し
ど
う
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
復
元
力
）
を
持
た
せ
る
か
を
考
え
な
い
と
い

け
な
い
。
こ
れ
は
原
子
力
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
交

渉
や
製
品
開
発
、
そ
し
て
人
材
育
成
で
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
は
失
敗
が
許
さ
れ
に
く
い
社
会
。

何
か
起
き
る
と
規
制
を
強
化
す
る
動
き
が
出
る
が
、

極
端
に
振
れ
す
ぎ
る
な
ら
ば
本
末
転
倒
の
結
果
を
招

く
。
Ｉ
Ｔ
業
界
の
場
合
、
情
報
漏
洩
が
起
き
た
後
、

個
人
情
報
保
護
法
を
つ
く
っ
た
が
、
や
り
過
ぎ
て
ビ

ジ
ネ
ス
が
回
ら
な
く
な
っ
た
。
き
ち
ん
と

を

考
え
、
ミ
ニ
マ
ム
の
規
制
に
し
な
い
と
、
日
本
経
済

は
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
、
沈
ん
で
い
く
か
も
し

れ
な
い
。

　

失
敗
の
な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
あ
り
得
な
い
。

そ
し
て
失
敗
を
許
容
す
る
の
が
チ
ー
ム
だ
。
今
こ
そ

日
本
は
、
チ
ー
ム
で
人
を
鍛
え
る
発
想
と
し
く
み
を

社
会
に
根
づ
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。

カ
で
は
子
供
の
頃
か
ら
チ
ー
ム
づ
く
り
を
徹
底
し
て

訓
練
す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
個
人
主
義
と
言
わ
れ
る
が
、

多
様
な
国
か
ら
移
民
が
集
ま
る
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
チ
ー

ム
の
大
切
さ
を
身
に
し
み
て
わ
か
っ
て
い
る
国
は
な

い
。

　

日
本
の
子
供
た
ち
が
塾
通
い
に
精
を
出
す
な
か
、

ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
チ
ー
ム

で
取
り
組
み
な
が
ら
、「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る

の
は
当
た
り
前
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
に
向
か
わ
せ
る
わ
け
で
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。
そ
し
て
個
々
人
で
な
く
チ
ー
ム
で
評

価
さ
れ
る
か
ら
、
互
い
に
信
頼
し
あ
う
関
係
に
な
る

た
め
に
、
ま
ず
は
弱
み
を
見
せ
あ
う
。
チ
ー
ム
の
中

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
養
わ
れ
る
し
、
失
敗
は
前
進

へ
の
貴
重
な
経
験
と
し
て
許
容
さ
れ
る
か
ら
、
リ
ス

ク
を
冒
し
て
挑
戦
す
る
勇
気
も
持
て
る
。
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る
一
つ
の
答
え
を
い
か
に
覚
え
る
か
と
い
う
暗
記
競

争
の
弊
害
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
の
社
会
で
は
答
え

が
一
つ
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
問
題
自
体
複
合

し
て
起
き
る
。
だ
か
ら
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
、

何
を
す
る
か
（

）
よ
り
、
な
ぜ
こ
う
い
う

問
題
が
起
き
る
か
（

）
を
考
え
た
方
が
解
決

に
つ
な
が
り
や
す
い
が
、
日
本
人
は
そ
う
い
う
訓
練

は
受
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
前
例
が

あ
る
と
か
、
あ
ら
か
じ
め
答
え
が
決
ま
っ
て
い
る
問

題
に
は
強
み
を
発
揮
す
る
が
、
想
定
外
の
こ
と
に
は

グループとチームの違い

チームの役割

齋藤ウィリアム浩幸氏、東洋経済オンラインのインタビュー資料をもとに作成

◦イノベーション　◦アントレプレナーシップ　◦リスクコントロール
（起業家精神）

◦メンバーの同質性が高い
◦リーダーが主導的に意思決定し、
　メンバーが忠実に実行する

◦メンバーの多様性が高い
◦最終的な意思決定はリーダーが行うが、
　そこに至るプロセスはメンバー間での
　多様なアイデアや意見の積み重ねからなる
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